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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、週初は、
３営業日ぶりに反発してスタートしました。週央
は、米国景気の楽観的な見方の後退や、北朝鮮の
弾道ミサイルを発射による地政学リスクの高まり
から、6日（木）は２か月半ぶりに年初来安値を
更新しました。週末は、円高一服を好感した買い
が優勢となり前日比で上昇となりました。（週末
引け値：18,664.63円）

 週間では、日経平均株価は1.29％の下落、東証株
価指数は1.51％の下落でした。

（1）日本の株式・債券市場
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1/2

週間市場レポート
（2017年4月3日～4月7日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、一進一退
の展開となりました。週初は下落してスタートした
ものの、週央は、米債券高や財務省が実施した10年
債入札が良好な結果だったこと等を受けて安全資産
とされる債券が買われました（利回りは低下）。週
末は、米国のシリア攻撃を受けて投資家のリスク回
避姿勢が急速に強まり、相対的に安全資産とされる
債券を買う動きが優勢となりました。（週末引け
値：0.061％）

 週間では、10年国債金利は0.009％の下落となりま
した。

（審査確認番号H29-TB20）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比で小
幅に下落となりました。原油価格の上昇や米医療保
険制度改革撤廃法案復活に向けた取り組みが進行し
ていると伝わり週央は上昇しました。週末は、シリ
ア絡みの地政学リスクへの警戒が強まったものの、
雇用統計が市場予想を下回った一方で失業率が約10
年ぶりの水準まで低下したことから、市場の反応は
中立的となり前日比でほぼ横ばいとなりました。
（週末引け値：20,656.10ドル）

 週間ではNYダウは0.03％の下落となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、前週末比で上昇となりま
した。週初は、米景気に対する楽観的な見方が後退
したことや、米経済指標の改善が一服したこと等を
受けて円買い米ドル売りが進行しました。週末は、
中東の地政学リスクを意識した円買い米ドル売りが
急速に膨らんだものの、日経平均株価の上昇と歩調
を合わせる形で円売り米ドル買いがとなりました。
（週末引け値：111円00銭～10銭）

 週間では米ドル/円は0.27％の円高、ユーロ/円は
0.86％の円高となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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